
県
道
子
宝
愛
西
線
・
子
宝

橋
北
の
歩
道
設
置
の
現
状
は
。

建
設
部
長　

地
権
者
の
理

解
は
得
て
お
り
、
歩
道
設
置
に

向
け
て
事
業
を
進
め
る
計
画
。

県
道
子
宝
愛
西
線
・
又
八

地
区
の
歩
道
設
置
の
進
捗
は
。

歩
道
未
設
置
区
間
は
、
平

成
30
年
度
よ
り
用
地
調
査
に
着

手
。今

年
度
か
ら
用
地
買
収
を
実

施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
事
業

を
進
め
て
い
く
。

県
道
弥
富
名
古
屋
線
と
県

道
子
宝
愛
西
線
が
つ
な
が
る
部

分
の
供
用
開
始
は
い
つ
か
。

令
和
5
年
度
末
の
供
用
開

始
を
目
指
し
、
進
め
て
い
る
。

J
R
又
八
踏
切
よ
り
東
に

住
む
生
徒
の
通
学
路
を
、
東
中

地
を
通
る
通
学
路
に
変
更
す
る

考
え
は
。

学
校
教
育
課
長　

道
幅
が

狭
く
通
学
時
間
帯
の
自
動
車
交

通
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
学

路
に
指
定
す
る
事
は
考
え
て
い

な
い
。

県
道
弥
富
名
古
屋
線
と
県

道
子
宝
愛
西
線
に
つ
な
が
る
部

分
が
開
通
後
に
通
学
路
を
変
更

す
る
考
え
は
。

通
学
の
安
全
性
を
最
優
先

に
、
学
校
が
保
護
者
と
と
も
に

協
議
し
な
が
ら
、
開
通
後
決
定

す
る
。

5
月
の
木
曽
川
尾
張
大
橋

付
近
の
大
型
土
の
う
設
置
訓
練

で
、
費
や
し
た
時
間
に
関
し
、

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

課
題
等
が
確

認
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
で

あ
っ
た
。
訓
練
終
了
時
に
時
間

短
縮
に
向
け
て
対
策
の
改
善
を

要
望
し
た
。

尾
張
大
橋
の
下
の
水
位
が

最
高
に
上
が
る
何
時
間
前
ま
で

に
、
土
の
う
の
設
置
完
了
の
予

定
か
。1

時
間
前
に
土
の
う
を
設

置
完
了
す
る
予
定
。

ア
ク
リ
ル
板
は
、
流
木
や

漂
流
物
な
ど
固
い
も
の
か
ら
の

圧
力
に
耐
え
ら
れ
る
計
算
上
の

も
の
か
。

建
設
部
長　

想
定
の
波
圧

の
1
・
8
倍
の
圧
力
内
で
あ
れ

ば
固
い
も
の
に
対
し
て
も
耐
え

ら
れ
る
。

今
の
対
策
と
は
別
に
、
越

波
を
防
ぐ
別
の
方
法
は
検
討
し

て
い
る
か
。

止
水
板
等
の
対
策
を
考
え

て
い
く
。

尾
張
大
橋
架
け
替
え
計
画

は
聞
い
て
い
る
か
。

適
切
に
修
繕
等
の
対
応
を

実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

早
期
架
け
替
え
に
向
け
て
国
へ

要
望
し
て
い
く
。

「
木
曽
三
川
下
流
部
広
域

避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

内
容
と
総
括
を
。

市
長　

尾
張
大
橋
付
近
の

高
潮
対
策
未
整
備
区
間
の
早
期

整
備
を
訴
え
た
。
浸
水
対
策
を

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

用地買収を実施中答
県道子宝愛西線、又八の歩道は

板倉 克典 議員
日本共産党弥富市議団

問

問
答

越波対策で国に
何を要望するか

高潮対策未整備
区間の早期整備

▲県道子宝愛西線・又八地区 ▲県道子宝愛西線・子宝橋付近

▲尾張大橋・大型土のう設置訓練

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

行
政
視
察
報
告

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

お
し
ら
せ

11 No.72 2024年1月25日発行　議会だより　やとみ




